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8 – 26 September 2025

Fujii Gallery
Kyushu University
Ito Campus

Free admission

Opening hours: 
10:00-17:00

Closed on weekends
and public holidays
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　総合研究博物館では、九州
大学基金使途特定寄附「総合
研究博物館箱崎サテライト拠
点化事業」をおこなっています。
この度、旧工学部本館3階の常
設展示室に、多額のご寄附をい
ただいた方々のご芳名を顕彰す

る銘板を設置しました（2025年
3月設置）。本銘板は、当館がこ
れまで収集・保存してきた歴史
的什器類のうち、帝国大学時代
の掲示板を修繕・再利用する形
で製作しております。現在、リ
ニューアルに向けた準備のため、

常設展示室の一般公開を休止
しておりますが、リニューアル
後も引き続き、設置・顕彰して
まいります。最後になりますが、
皆様からの多大なるご支援・ご
協力に、改めまして深く御礼申
し上げます。

　この協議会には、国立系の大学博物館や私立大学
博物館などを含め、現在45団体が加盟し、毎年1回会
合が持たれています。シンポジウム・館長会議・総会
の三部構成により、大学博物館等が直面する問題や活
動に関する意見交換、会員の交流がはかられる会合と
なっています。2日目に開催される博物科学会は、大学
博物館での研究成果のほか、実務や実践活動なども
共有・発表できる場です。協議会所属館の教員やその
学生らによる実践や研究の報告が活発になされます。
　前回当館が会場校となったのは、工学部の最初の移
転が始まって間もない2007年でした。元々は2020 年に
久々の開催校として大会を担う予定でしたが、COVID-19 
の感染拡大で中止になり、改めて今年、当館に開催校
が回ってきたため、当館メンバー総出で開催に挑みま
した。
　大会参加者は両日あわせてのべ79名、口頭発表
14題、ポスター発表3題、館紹介ポスター掲示20校で、

旧工学部本館 3階の室や廊下を活用して実施しました。
前大会から実に18年ぶりの箱崎来訪となる参加者もあ
り、更地化され大きく様変わりした旧箱崎キャンパスの
様子に、驚かれている方も多々いらっしゃいました。
　初日に開催されたシンポジウムは「大学博物館収蔵
再考 ―新たな段階にむけて―」と題して、課題山積
する収蔵庫問題はもはや前提として、ではどうしていく
のかということが議論されました。デジタル化や分散収
蔵、キュレーションによる資源化などを駆使した収蔵活
動について、3つの大学博物館から事例紹介があり、
また収蔵庫に関する課題は国際的にも共通しているこ
となどの話題提供もありました。パネルディスカッショ
ンでは活発に意見が交わされ、「もっと議論する時間
が欲しかった」という声も聞かれ、初日夜に博多駅で
開催された懇親会やその後の二次会で、引き続き議論
する参加者の姿も
見られました。
　最終日には 1組
13名ずつの4組で
館内を巡るツアー
を実施し、改修前
の当館をくまなく
ご覧いただきまし
た。大学の中で普段はなかなか理解・共感を得にくい
大学博物館ならではの悩みや喜びを、久々に会う仲間
たちと忌憚なくわかちあえる、貴重な2日間となりました。

①

❶パネルディスカッション会場風景
❷バックヤードツアーの一コマ（中央は堀館長）

①

②
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COLUMN 3

福永 将大　開示研究部門・助教

使途特定寄附金　寄附者顕彰銘板設置のお知らせ

第28回大学博物館等協議会・
第20回日本博物科学会

開催報告

三島 美佐子　分析研究部門・教授



　1911年に帝国大学の一つとして
創立し、100年を超える歴史を有
する九州大学。現在約 2,000人の
研究者が在籍しており、人文社
会科学系、自然科学系、そして

デザイン系の幅広い分野の研究
者たちが、日々卓越した基礎研
究および応用研究を行っています。
　本展示では、2024年に公表さ
れた研究成果の中から、特に注目

される成果についてパネル展示に
てご紹介します。公表された研
究成果は膨大な量で、どれも最
先端かつ重要なものばかり。展示
スペースの関係もあり、今回は

　私たちが主な活動場所としてい
る箱崎サテライトの改修計画が具
体化しつつあります。まだどうな
るかわからないところもありますが、
もしかしたら旧工学部本館の建物
内部も完全に姿を変えてしまうか
もしれません。少なくともこのまま

ということはないので、その記録
を写真に残そうということになりま
した。そこで福岡市内の写真家、
山本薫さんにお願いし、8月の暑い
盛りに当館の管理する全室と廊下、
講義室や会議室の撮影をお願いし
ました。さすがの見事な出来栄えで、

見慣れた景色も美しく見えます。
雑然とした教員居室の撮影には恥
ずかしいところもありましたが、い
つかは懐かしいものとなるので
しょう。いずれ一部を当館のホー
ムページに掲載するか、写真集な
どにできればと考えています。

　博物館はリニューアルに向け一般公開の休止期間に入り
ますが、博物館の現状を3Dデータとして記録保存すること
を目的に、また休止期間中にも博物館を楽しんでいただく
方策の一つとして3D測量を開始しました。さらに、この3D
データをWeb上で閲覧し、加えて展示物をバーチャルに鑑
賞していただく、いわゆるAR（拡張現実）の構築を目指して
作業に着手しました。
　かつての箱崎キャンパスは、不完全ですが外観（かつての
中央図書館、工学部50周年記念講堂なと一部は内部まで）

を実測していますので、すでにWeb上で閲覧いただけます
（https:// history.arch.kyushu-u.ac. jp/potree/workspace/    
   Hakozaki.html）。
　旧工学部本館も外観のみでしたが（玄関ポーチは詳細に
実測しています）、今回は未公開の4階会議室を含めて、
web 上で体験可能とします。タイトル上の画像は会議室の断面
です。スキャンデータから生成しました。さらに展示物の3Dモ
デルへのリンクを通じて、仮想博物館の構築を目指していきます。
実際の公開は少し先となりますが、楽しみにお待ちください。

それらの中からごくわずかしか
ご紹介できませんが、本展示を
通して、九州大学で行われてい
る研究の最前線をご覧いただけ
ますと幸いです。

旧工学部列品室の様子
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COLUMN 5

福永 将大　開示研究部門・助教「九大 EXPO2024」

COLUMN 4

旧工学部本館建物内を撮影しました

フジイギャラリー展示開催報告

旧工学部本館の３D測量と
デジタルミュージアム
堀 賀貴　総合研究博物館第10代館長

実施報告

丸山 宗利　分析研究部門・准教授

会場●フジイギャラリー／主催●九州大学総合研究博物館／協力●九州大学広報課● ● ●
期間●8月2日～3月31日※時期により研究内容の入れ替えを行います。●
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